
外壁の磁器タイル面 止水工事 平成 28年 3月施工内容 

「バリュー工法」 

【浸透固着・弾性接着】 

○茨城大学工学部Ｎ６棟 階段室前北側 雨漏り補修工事 

  

2・3階部にタイルのクラック（ひび割れ）が多数ある。

  

 西側・東側を施工 



  

タイルが浮いている個所の上部複数の目地に、注入穴を開ける。 

  

ミラクルプライマーＶＭＰ-1000を注入する。（A剤 1：B剤 1：清水 0.5） 

 
内壁亀裂部から、注入した VMP-1000がしみ出している。 

乾燥し固着後は漏水経路がふさがり、もう水が漏れることはありません。 



  
その他のクラックにも VMP-1000を浸透処理する。 

 

  
 

  
 

   
注入穴を VMP-3000で穴埋め、VMP-1000にて内防水、全ての工程を 

 終了し、後日の大雨で漏水がないことを確認し、無事引渡し完了！ 



従来工法と違う「バリュー工法」の特長 

  
タイルが浮いている場合、通常は上記写真のようにタイルのハツリ工事が必要 

で、タイルの種類が変わるなどの問題点がありましたが、「バリュー工法」で 

は、今回の工法のように目地に穴を開け、ミラクルプライマーVMP-1000を 

注入する事で、浸透固着しタイルの浮きを止めることができるのです。 

 

また下記写真のように、タイル面に VMP-3000を塗布することで、タイル面 

の塗装が可能です。 

 

  
VMP-3000をタイル面に塗布      上塗り塗装にて仕上げ 


